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◎相談日時：毎月第３水曜日　13:00～15:00 相談時間約30分　◎料金：無料　
◎問い合わせ先：神奈川ネット事務局　TEL：045-651-2011

NO. 355

お知らせ　市民の生活・活動 法律相談 を行っています

URL http://kanagawanet.org/

《教育•保育給付》
　　■施設型給付
　　・認定こども園　・幼稚園　・保育所
　　■地域型保育給付…3歳未満児対象の事業
　　・小規模保育（利用定員6人以上19人以下）
　　・家庭的保育（利用定員5人以下）
　　・居宅訪問型保育　・事業所内保育
《現金給付》
　　■児童手当

・妊婦に対して健康調査を実施する事業
・乳児家庭全戸訪問事業　　・病児保育事業
・子育て短期支援事業　　　・時間外保育事業
・養育支援訪問事業等　　　・一時預かり事業　
・利用者支援に関する事業　
・放課後児童健全育成事業
・地域子育て支援拠点事業　
・子育て援助活動支援事業
・実費徴収に係る補足給付を行う事業
・多様な主体の参入を促進する事業

子ども•子育て支援給付（義務的給付） 地域子ども•子育て支援事業（任意事業）
Ŝ!ાɃɜĆાۋɀૅܧఛ౫Ɉࢣɂૢࣞൌജ （横浜市資料より）
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こ
れ
ま
で
保
育
所
は
厚
生
労
働

省
、
幼
稚
園
は
文
部
科
学
省
に
管

轄
が
分
か
れ
縦
割
り
で
行
わ
れ
て

き
た
制
度
が
、
予
算
確
保
も
含
め

内
閣
府
が
統
括
し
て
施
策
を
進
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
消
費
税
ア
ッ

プ
が
先
送
り
さ
れ
、
心
配
さ
れ
た

処
遇
改
善
な
ど
保
育
の
質
向
上
の

た
め
の
財
源
も
確
保
し
て
の
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
県
内
で
は
、
約
20
年
前
か
ら
ワ
ー

カ
ー
ズ
・
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
な
ど
市

民
事
業
に
よ
る
保
育
・
子
育
て
支

援
事
業
が
展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

私
も
横
浜
市
青
葉
区
で
、
親
が
働

い
て
い
て
も
い
な
く
て
も
子
ど
も

を
預
か
る
「
子
ど
も
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
ま
ー
ぶ
る
」
の
立
ち
上
げ
に

関
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
N
P
O

法
人
ピ
ッ
ピ
・
親
子
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ

ト
を
設
立
し
て
、
認
可
保
育
園
や

様
々
な
子
育
て
支
援
事
業
を
運
営

し
、
現
場
で
見
え
た
課
題
か
ら
制

度
を
変
え
る
活
動
に
関
わ
っ
て
き

ま
し
た
。

小
規
模
保
育
の
意
義

　
新
制
度
で
新
た
に
始
ま
る
の
が

地
域
型
保
育
給
付
制
度
「
小
規
模

保
育
」
で
す
。
こ
れ
は
、
ハ
ー
ド

に
多
額
の
コ
ス
ト
が
か
か
る
認
可

保
育
所
だ
け
で
待
機
児
童
対
策
を

行
う
の
で
は
な
く
、
子
育
て
家
庭

の
多
い
地
域
の
空
き
家
や
マ
ン

シ
ョ
ン
の
一
室
な
ど
で
、
家
庭
的

な
環
境
で
行
う
保
育
で
す
。
既
に
、

横
浜
市
で
は
、
N
P
O
法
人
等
委

託
型
家
庭
的
保
育
事
業
が
２
０
１

０
年
よ
り
先
行
し
て
取
組
ま
れ
て

　
最
近
テ
レ
ビ
で
、マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
の
Ｃ
Ｍ
が
流
れ
始

め
ま
し
た
。正
式
に
は「
社
会

保
障
・
税
番
号
制
度
」と
言
い
、

社
会
保
障
・
税
・
災
害
対
策
の

分
野
で
効
率
的
に
情
報
を
管

理
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。今
年

10
月
、住
民
票
を
有
す
る
日
本

国
民
と
中
長
期
在
留
の
外
国

籍
の
人
、特
別
永
住
者
に
対
し

て
、12
桁
の
個
人
番
号
が
付
さ

れ
、紙
の
通
知
カ
ー
ド
が
届
き

ま
す
。個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交

付
を
希
望
す
る
人
は
、申
請
書

と
顔
写
真
を
同
封
し
て
送
り

返
せ
ば
、住
所
地
の
市
役
所

で
、プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
製
の
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
個
人
番
号
カ
ー
ド

は
、氏
名
・
住
所
・
生
年
月
日
・

性
別
の
基
本
４
情
報
と
、顔

写
真
・
個
人
番
号
が
記
載
さ

れ
、身
分
証
明
書
に
な
り
ま

す
。ど
こ
か
ら
で
も
住
民
票

や
戸
籍
謄
本
等
が
申
請
で

き
、Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
機
能
に
よ
り

e-

T
a
x
な
ど
の
電
子
申
請

に
も
利
用
で
き
る
等
、利
便
性

が
Ｐ
Ｒ
さ
れ
て
い
ま
す
。雇
用

関
係
に
も
使
わ
れ
、就
職
の
際

は
も
ち
ろ
ん
、パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト
時
に
も
雇
用
主
へ
の

提
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
。雇

用
主
は
、支
払
っ
た
賃
金
を
番

号
と
と
も
に
税
務
署
に
申
告

す
る
こ
と
に
な
り
、雇
用
と
納

税
は
完
全
に
管
理
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、利
用
拡
大
が
可
能
と

さ
れ
、政
府
部
内
で
は
、健
康

保
険
の
機
能
を
取
り
込
む
動

き
も
あ
り
ま
す
。

　
自
治
体
で
は
、図
書
館
の
貸

出
カ
ー
ド
・
施
設
利
用
カ
ー

ド
・
印
鑑
登
録
証
明
書
な
ど
、

独
自
の
利
用
を
条
例
で
定
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。し
か

し
、利
用
拡
大
に
よ
り
、紛
失

や
盗
難
・
悪
用
な
ど
も
心
配
さ

れ
ま
す
。加
え
て
１
ヵ
所
で
大

量
の
個
人
情
報
を
管
理
す
る

こ
と
に
な
り
、不
正
ア
ク
セ
ス

や
情
報
漏
洩
に
万
全
の
対
策

を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
、大
き
な
課
題
で
す
。

　
国
は
、2
0
1
5
年
度
だ
け

で
も
6
4
0
億
円
の
予
算
を

投
入
し
、マ
イ
ナ
ち
ゃ
ん
と
い

う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ま
で
用
意

し
て
普
及
促
進
を
図
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。し
か
し
、国
が

全
て
経
費
を
持
つ
と
い
う
こ

と
で
し
た
が
、自
治
体
負
担
も

小
さ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
来
年
1
月
か
ら
全
自
治
体

で
運
用
が
開
始
さ
れ
ま
す
。利

便
性
の
言
葉
に
惑
わ
さ
れ
ず
、

公
平
性
や
個
人
情
報
の
保
護
、

自
治
体
の
経
費
負
担
等
の
課

題
を
明
ら
か
に
し
、最
低
限
の

運
用
に
留
め
る
こ
と
を
主
張

し
て
い
き
ま
す
。

組
織
部
長

　
三
宅
　
ま
り

　
　（
ネ
ッ
ト
鎌
倉
／
市
議
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

　
　
　
　
運
用
は
最
少
限
に

友澤ゆみ子 (全国小規模保育協議会理事、NPO法人ピッピ・親子サポートネット理事長 )

き
ま
し
た
。
２
０
１
４
年
度
ま
で

に
50
ヵ
所
を
実
施
、
新
制
度
で
小

規
模
保
育
事
業
へ
と
移
行
し
、

34
ヵ
所
増
や
す
予
算
が
組
ま
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
小
規
模
保
育
、
０

歳
か
ら
２
歳
児
ま
で
の
受
け
皿
と

し
て
保
育
者
の
配
置
も
ほ
ぼ
３
人

に
１
人
と
手
厚
く
、
子
ど
も
一
人

ひ
と
り
に
寄
り
添
う
こ
と
の
で
き

る
保
育
で
す
。
ま
た
、
都
市
部
で

も
人
口
減
少
が
目
前
に
迫
っ
て
い

る
今
、
必
要
な
地
域
へ
の
移
行
や

撤
退
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
仕
組

み
と
し
て
も
有
効
で
す
。

　
２
０
１
２
年
、
こ
の
取
組
み
に

参
加
し
た
N
P
O
法
人
3
団
体
が

全
国
に
呼
び
か
け
全
国
小
規
模
保

育
協
議
会
が
発
足
し
ま
し
た
。
国

の
子
ど
も
子
育
て
会
議
に
委
員
を

送
り
出
し
、
こ
の
２
年
間
提
言
を

続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
新

制
度
に
地
域
型
保
育
給
付
制
度
と

し
て
小
規
模
保
育
が
位
置
づ
け
ら

れ
、
認
可
保
育
所
よ
り
手
厚
い
保

育
者
の
配
置
が
可
能
に
な
り
ま
し

た
。課

題
を
残
す

　
親
支
援
の
た
め
の
事
業

　　
子
育
て
に
関
わ
る
問
題
は
、
と

も
す
れ
ば
待
機
児
童
対
策
に
偏
り

が
ち
で
す
が
、
少
子
化
と
言
わ
れ

て
既
に
20
数
年
、
親
自
身
が
子
ど

も
や
子
育
て
中
の
人
と
の
ふ
れ
あ

い
の
経
験
が
少
な
く
、
ま
た
核
家

族
で
親
族
も
近
く
に
い
な
い
な
ど

子
育
て
の
孤
立
が
広
が
り
、
時
に

は
虐
待
な
ど
の
深
刻
な
問
題
が
起

き
て
い
ま
す
。
子
育
て
か
ら
少
し

離
れ
て
自
分
自
身
の
時
間
を
持
ち

た
い
、
ま
た
、
社
会
と
つ
な
が
り

た
い
と
い
う
親
自
身
の
思
い
を
受

け
止
め
ら
れ
る
一
時
保
育
や
親
子

の
居
場
所
、
気
軽
に
相
談
で
き
る

し
く
み
な
ど
が
あ
れ
ば
保
育
所
だ

け
に
ニ
ー
ズ
が
集
中
し
な
い
は
ず

で
す
。こ
れ
は
、現
場
の
実
感
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
に
取
組
む
た
め

の
施
策
の
多
く
は
「
地
域
子
育
て

支
援
事
業
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
の
国
の
子

ど
も
子
育
て
会
議
で
は
、
こ
の
事

業
に
関
す
る
議
論
が
な
か
な
か
進

ま
ず
、
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
事
業
の
実
施
主
体
は

自
治
体
で
あ
り
、
自
治
体
の
取
組

み
姿
勢
が
、
今
後
問
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
自
治
体
の
事
業
計

画
の
見
直
し
に
向
け
、
引
き
続
き

現
場
か
ら
提
案
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。
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